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英字?汗jのコンビュータシステムは東芝の TOSBAC-40Cというミニコン 3セットであった. 1セッ































































表 1 1975年度の共通科目 f情報処理jのシラパス(コア)
講義 演習(実習)
システムの解析とモデリング(1) 実習用システムについて
2 システムの解析とモデリング(2) 2 ゲー ム(1)
3 アノレゴリズム(1) 3 ゲーム(2)
4 アノレゴ、リズム(2) 4 線形計画
5 アノレゴ.リズム(3) 5 FORTRAN(1) 
6 情報処理技術(1) 6 情報処理技術(1)
7 情報処理技術(2) 7 FORTRAN(3) 
8 情報処理技術(3) 8 デシジョンテー プー ノレ
























9 VISUAL BASIC(1) 





















Research Project Agency)は本格的な通信フ。ロトコノレNCP(Network Control Protocol)をもった世界
初のコンビュータネットワークであった。そこでの開発経験を基に、日本で NCPプロトコノレを零から
開発しようと試みた実験ネットワークであった。ネットワークサービスは TELNET
(Telecommunication Network Protocol)、 FTP (File Transfer Protocol)等であった。米国において
NCPはノくージョンアップを経て現在のTCP/IP(Transmission Control ProtocolInternet Protocol)に
至っている。写真 1は当時、筑波大学サイトで使用した計算機Tosbac40/cである。




























































-平成2年度 理工学研究科修士棟 LAN配線工事が行われた。同年度、学内 LANが文部省学術情報
ネットワークと IP接続した。
・平成3年度 環境科学研究科LANおよび経営政策科学研究科LAN設置が行われた。













LatticeCell-lO 114， Cisco 7000)が設置された。平成6年度には第三学群LANは情報学類、社会工学
系/学類、電子・情報工学系、構造工学系、物理工学系、物質工学系、理工学研究科、環境科学研究
科、経営政策科学研究科、第三事務区の各サブネットワークから構成される。また、筑波大学と大
塚キャンパスが IP接続され、さらに、菅平および下回地区と ISDN(IntegratedServices Digital 
Network)回線により PPP(point-to・PointProtocol)接続されたことにより、遠i漏地からも第三学群の
ワークステーションをアクセスすることができるようになった。
























[2] Y.Ebihara， K.Ikeda， T.Nakamura， M.Ishizaka， ivLShinzawa， and K.Nakayama， GAMMA-NET: 
A Local Computer Network Coupled by a High Speed Optical Fiber Ring Bus -System Concept 
and Structure， Computer Networks， Vo1.7， No.6， 1983. 
[3J筑波大学 電子・情報工学系計算機運用委員会議事資料.

















































写真4 第三学群jレータ群 ATM，Cisco 7000 
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